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第
95
回
埼
玉
県
中
央
メ
ー
デ
ー
が
、
５
月
１

日
に
北
浦
和
公
園
で
開
催
さ
れ
、
埼
玉
春
闘
共

闘
・
埼
労
連
加
盟
組
合
、
地
域
組
織
、
争
議

団
、
友
好
団
体
な
ど
か
ら
１
０
５
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
と
な
り
ま
し

た
が
、
埼
玉
合
唱
団
に
よ
る
「
最
賃
音
頭
」
や

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
、
お
楽
し
み
抽

選
会
な
ど
、
当
初
の
予
定
通
り
の
運
営
と
な
り

ま
し
た
。

今
年
は
、
埼
玉
県
と
埼
玉
労
働
局
へ
の
要
請

団
に
職
場
で
働
く
女
性
な
ど
に
も
参
加
し
て
も

ら
い
、
職
場
の
厳
し
い
実
態
を
訴
え
て
も
ら
う

こ
と
に
し
、
パ
レ
ー
ド
終
了
後
に
そ
れ
ぞ
れ
要

請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

県
庁
ま
で
の
パ
レ
ー
ド
も
予
定
通
り
行
い
、

雨
の
中
沿
道
の
人
た
ち
に
訴
え
ま
し
た
。

各
地
域
メ
ー
デ
ー
は
、
前
夜
祭
含
め
て
20
地

域
21
会
場
で
開
催
さ
れ
、
埼
玉
県
中
央
メ
ー
デ

ー
と
あ
わ
せ
て
約
４
０
０
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

（
地
域
メ
ー
デ
ー
は
４
面
に
掲
載
）

埼
玉
合
唱
団
の
最
賃
音
頭

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

雨
に
も
負
け
ず
に
パ
レ
ー
ド

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
（
新
島
実
行
委
員
長
）

第
95
回
埼
玉
県
中
央
メ
ー
デ
ー
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メ
ー
デ
ー
実
行
委
員
会
と
し
て
毎
年

行
っ
て
い
る
埼
玉
県
へ
の
要
請
と
労
働

局
へ
の
要
請
を
実
施
し
ま
し
た
。

５
月
１
日
当
日
が
平
日
（
水
）
だ
っ

た
た
め
、
県
要
請
も
労
働
局
要
請
も
当

日
の
午
後
に
行
え
ま
し
た
。

県
要
請
に
は
、
メ
ー
デ
ー
実
行
委
員

会
か
ら
、
新
島
実
行
委
員
長
、
沖
田

（
埼
教
組
）
、
西
口
（
自
治
労
連
）
、

前
島
（
さ
い
た
ま
地
区
労
）
各
副
実
行

委
員
長
、
北
村
（
女
性
部
）
、
田
中

（
埼
教
組
）
、
橋
本
（
コ
ー
プ
ネ
ッ
ト

グ
ル
ー
プ
労
組
）
の
各
埼
労
連
幹
事
が

参
加
し
、
雇
用
労
働
課
へ
の
要
請
書
の

提
出
と
50
分
の
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

要
請
内
容
は
、
①
県
民
の
い
の
ち
と

健
康
を
守
る
た
め
、
医
療
・
検
査
体
制

及
び
公
衆
衛
生
体
制
の
強
化
、
医
療
機

関
等
へ
の
財
政
支
援
強
化
を
お
こ
な
う

こ
と
。
②
埼
玉
県
公
労
使
会
議
共
同
宣

言
「
非
正
規
雇
用
対
策
及
び
働
き
方
改

革
に
関
す
る
共
同
宣
言
」
を
踏
ま
え
、

特
に
非
正
規
雇
用
者
の
処
遇
改
善
、
雇

用
の
安
定
お
よ
び
正
規
雇
用
へ
の
登
用

が
進
む
役
割
を
果
た
す
こ
と
。
③
医
療

・
介
護
・
保
育
な
ど
に
従
事
す
る
ケ
ア

労
働
者
を
始
め
、
公
契
約
で
働
く
労
働

者
の
賃
金
を
直
接
改
善
し
、
行
政
の
責

任
で
安
定
雇
用
を
実
現
す
る
施
策
を
推

進
す
る
こ
と
。
④
異
常
な
物
価
高
騰
か

ら
県
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
、
憲

法
第
26
条
で
保
障
さ
れ
て
い
る
義
務
教

育
無
償
に
か
か
わ
っ
て
「
学
校
給
食
の

無
償
化
」
を
実
現
す
る
た
め
に
財
政
支

援
を
お
こ
な
う
こ
と
。
⑤
国
連
の
女
性

差
別
撤
廃
条
約
、
埼
玉
県
男
女
共
同
参

画
推
進
条
例
の
理
念
に
基
づ
き
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
、
女
性
の
地
位
向
上
の
た

め
の
施
策
を
さ
ら
に
推
進
す
る
こ
と
。

⑥
公
共
交
通
機
関
の
運
行
休
止
・
廃
止

に
対
し
て
、
地
方
自
治
体
と
連
携
し
て

県
民
の
交
通
の
足
を
確
保
す
る
こ
と
。

の
６
項
目
で
す
。

労
働
局
へ
の
要
請
は
、
小
野
（
埼
高

教
）、
鈴
木
（
建
交
労
）、
宮
本
（
医
労

連
）
の
各
副
実
行
委
員
長
、
上
田
（
コ

ー
プ
ネ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
労
組
）
、
佐
藤

（
さ
い
た
ま
地
区
労
）
の
各
埼
労
連
幹

事
と
宍
戸
事
務
局
長
が
参
加
。

要
請
内
容
の
①
労
働
契
約
法
の
無
期

転
換
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
る
直
前
で
の

雇
止
め
が
横
行
す
る
事
態
に
、
脱
法
行

為
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
労

働
者
保
護
法
制
度
が
機
能
す
る
監
督
指

導
体
制
を
強
化
す
る
よ
う
適
切
に
職
員

の
増
員
を
図
る
と
と
も
に
、
法
制
度
の

問
題
点
を
改
正
す
る
た
め
に
、
政
府
内

で
検
討
す
る
こ
と
。
②
憲
法
、
労
働
基

準
法
、
最
低
賃
金
法
な
ど
の
趣
旨
と
労

働
実
態
を
踏
ま
え
、
最
低
賃
金
の
再
改

定
を
お
こ
な
う
こ
と
。
合
わ
せ
て
時
給

１
５
０
０
円
以
上
に
引
き
上
げ
る
と
と

も
に
、
全
国
一
律
最
低
賃
金
制
度
と
す

る
よ
う
、
政
府
内
で
検
討
す
る
こ
と
。

併
せ
て
年
収
の
壁
問
題
を
改
善
す
る
よ

う
働
き
か
け
る
こ
と
。
③
医
療
・
介
護

・
保
育
な
ど
に
従
事
す
る
ケ
ア
労
働
者

を
始
め
、
公
契
約
で
働
く
労
働
者
の
賃

金
を
直
接
改
善
す
る
施
策
を
推
進
す
る

よ
う
関
係
機
関
で
検
討
す
る
こ
と
。
④

埼
玉
県
公
労
使
会
議
共
同
宣
言
「
非
正

規
雇
用
対
策
及
び
働
き
方
改
革
に
関
す

る
共
同
宣
言
」
を
踏
ま
え
、
特
に
非
正

規
雇
用
者
の
処
遇
改
善
お
よ
び
正
規
雇

用
へ
の
登
用
が
進
む
よ
う
役
割
を
果
た

す
こ
と
。
⑤
日
本
経
団
連
「
労
使
自
治

を
軸
と
し
た
労
働
法
制
に
関
す
る
提

言
」
を
背
景
に
政
府
が
議
論
を
進
め
る

労
働
時
間
規
制
の
「
適
用
除
外
」
拡
大

な
ど
労
働
基
準
法
改
悪
や
、
労
働
基
準

行
政
の
弱
体
化
に
反
対
す
る
こ
と
。
⑥

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
（
２
０
２
４

年
問
題
）
に
か
か
わ
る
時
間
外
労
働
の

規
制
に
伴
っ
て
、
労
働
者
の
年
収
減
に

な
ら
な
い
よ
う
政
府
内
で
検
討
す
る
こ

と
。
の
６
項
目
に
つ
い
て
意
見
交
換
し

ま
し
た
。
今
回
は
、
職
場
で
働
く
女
性

労
働
者
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
女
性
労

働
者
の
立
場
か
ら
働
き
方
の
実
態
に
つ

い
て
報
告
し
て
も
ら
い
ま
し
た

今
後
も
、
県
や
労
働
局
に
労
働
者
保

護
施
策
の
改
正
・
拡
充
な
ど
に
つ
い
て

要
求
し
て
い
き
ま
す
。

県へ要請書提出

労働局へ要請書提出

埼
玉
県
と
労
働
局
へ
要
請
（
メ
ー
デ
ー
）
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埼
玉
医
労
連
は
看
護
の
日
で
あ
る
５

月
12
日
（
日
）
、
春
の
ナ
ー
ス
ウ
ェ
ー

ブ
行
動
（
浦
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
で
集
会
、
浦
和
駅
東
口
で
宣
伝
）

を
実
施
。
当
日
は
現
地
18
人
と
オ
ン
ラ

イ
ン
で
６
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
大
阪
大
学
副
学
長
・
Ｄ

＆
Ｉ
セ
ン
タ
ー
長
の
島
岡
ま
な
教
授
の

学
習
会
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
す

る
た
め
に
」
を
実
施
。
島
岡
先
生
は
、

日
本
の
悲
惨
な
状
況
と
日
本
人
が
変
わ

ら
（
れ
）
な
い
理
由
を
講
演
し
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
す
る
た
め
に
、
真

の
人
権
を
理
解
し
行
動
す
る
こ
と
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

島
岡
教
授
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
が

必
要
な
理
由
と
し
て
、
「
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
創
出
や
そ
れ
に
伴
う
経
済
発
展
ば

か
り
強
調
さ
れ
る
が
、
最
も
大
事
な
こ

と
は
人
権
尊
重
の
理
念
で
あ
る
」
と

し
、
「
無
知
・
無
関
心
・
中
立

が
社
会
を
よ
く
す
る
こ
と
は
絶

対
に
な
く
、
む
し
ろ
悪
く
す

る
」
、
「
い
い
人
」
で
あ
る
こ

と
と
「
抑
圧
的
」
で
あ
る
こ
と

は
両
立
す
る
、
と
の
言
葉
が
印

象
的
で
し
た
。

そ
の
後
、
浦
和
駅
東
口
に
移

動
し
、
１
時
間
強
の
宣
伝
行
動

を
行
い
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
３

０
０
セ
ッ
ト
を
配
布
、
医
師
・

看
護
師
増
員
署
名
１
３
１
筆
、

マ
イ
ナ
保
険
証
反
対
の
チ
ラ
シ

の
入
っ
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
１
８
２

個
を
配
布
し
ま
し
た
。

（
埼
玉
医
労
連
発
）

全
国
一
般
は
、
さ
い
た
ま
市
内
の
私

立
保
育
園
訪
問
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

訪
問
で
は
、
働
き
方
や
労
働
組
合
に
対

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
と
最
低
賃
金
の
署
名

を
渡
し
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
訪
問
し
た
う
ち
の
21
ヵ
所

か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
１
３
５
枚
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
特
徴
は
若
い
労
働
者
が
多

く
答
え
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。

働
き
方
に
関
す
る
質
問
で
、
「
仕
事

に
つ
い
て
特
に
不
満
や
不
安
に
思
っ
て

い
る
こ
と
」
を
３
つ
選
ん
で
も
ら
っ
た

結
果
、
①
賃
金
が
安
い
82
％
、
②
人
手

不
足
52
％
、
③
休
暇
が
取
れ
な
い
16
％

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
労
働
組
合
に

つ
い
て
は
、
「
あ
っ
た
ほ
う
が
よ
い
」

が
49
％
、
「
わ
か
ら
な
い
」
47
％
と
、

予
想
以
上
に
組
合
は
必
要
と
考
え
て
い

る
人
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

「
組
合
に
何
を
期
待
し
ま
す
か
」
で

３
つ
選
ん
で
も
ら
っ
た
項
目
で
は
、
①

賃
上
げ
70
％
、
②
労
働
条
件
の
改
善
45

％
、
③
最
低
賃
金
の
ア
ッ
プ
35
％
で
し

た
。今

回
の
結
果
を
受
け
て
、
こ
れ
か
ら

労
働
組
合
と
の
関
り
を
強
め
、
組
合
づ

く
り
を
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
最
賃
１
５
０
０
円
以
上
を
求

め
る
署
名
は
、
８
職
場
か
ら
１
０
１
筆

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
全
労
連
・
全
国
一
般
発
）

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
埼
玉
ピ
ー
エ
ス
フ
ー
ド

サ
ー
ビ
ス
支
部
は
、
24
春
闘
で
３
％
の

賃
上
げ
を
実
現
し
ま
し
た
。
組
合
が
で

き
る
前
は
、
何
年
か
前
に
数
千
円
上
が

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん

ど
賃
上
げ
も
一
時
金
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

初
回
回
答
で
２
％
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
が
、
職
場
集
会
で
は
「
物
価
が
あ

が
っ
て
い
て
生
活
が
大
変
。
も
っ
と
上

げ
て
ほ
し
い
」
と
組
合
員
か
ら
切
実
な

声
が
あ
が
り
、
執
行
部
も
「
も
う
少
し

頑
張
っ
て
み
よ
う
」
と
意
思
統
一
し
事

務
折
衝
も
重
ね
た
結
果
、
３
％
賃
上
げ

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
付
帯
要
求
と

し
て
、
就
業
時
間
中
の
健
康
診
断
を
認

め
さ
せ
る
こ
と
や
冬
季
の
ス
タ
ッ
ド
レ

ス
タ
イ
ヤ
は
栃
木
、
茨
城
方
面
を
配
達

す
る
ト
ラ
ッ
ク
の
み
で
し
た
が
、
今
後

段
階
的
に
全
車
に
装
着
し
て
い
く
こ
と

な
ど
７
項
目
の
前
進
回
答
を
引
き
出
し

ま
し
た
。

４
月
12
日
の
支
部
臨
時
大
会
で
は
、

不
満
は
残
る
も
の
の
出
席
組
合
員
全
員

の
賛
成
で
24
春
闘
は
妥
結
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
５
月
22
日
が
夏
季
一
時
金

の
要
求
日
に
な
り
ま
す
。
５
月
10
日
の

全
体
集
会
で
要
求
を
練
り
上
げ
、
久
し

ぶ
り
「
ボ
ー
ナ
ス
」
を
獲
得
す
る
た
め

に
奮
闘
し
て
い
き
ま
す
。

（
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
埼
玉
地
本
発
）

浦
和
駅
東
口
で
宣
伝

春
の
ナ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ
行
動

（
埼
玉
医
労
連
）
全
国
一
般
が
さ
い
た
ま
市
内
の
保
育
園
訪
問

ピ
ー
エ
ス
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
支
部
で
３
％
賃
上
げ（
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
）
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北
足
立
南
部
地
区
労

北
足
立
南
部
地
域
メ
ー
デ
ー
は
、
５

月
１
日
に
雨
天
の
た
め
に
約
20
年
ぶ
り

に
朝
霞
コ
ミ
セ
ン
３
階
ホ
ー
ル
で
24
団

体
２
３
１
人
の
参
加
で
開
催
し
ま
し

た
。メ

ー
デ
ー
歌
が
高
ら
か
に
流
れ
、
松

本
実
行
委
員
長
が
「
物
価
高
の
中
で
、

大
変
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
春
闘
の
中
で
、
一
定
の
賃
上
げ

を
ス
ト
ラ
イ
キ
も
構
え
て
、
賃
上
げ
を

勝
ち
取
っ
て
い
る
多
く
の
仲
間
が
全
国

に
い
ま
す
。
で
も
、
よ
く
よ
く
見
る
と

物
価
上
昇
を
超
え
て
い
る
と
こ
ろ
は
５

〜
６
％
で
、
残
り
の
９
％
は
、
物
価
上

昇
に
追
い
つ
か
な
い
状
況
で
す
。
ま

た
、
労
働
者
の
４
割
を
超
え
た
と
言
わ

れ
て
い
る
非
正
規
職
員
の
賃
上
げ
は
、

本
当
に
置
い
て
き
ぼ
り
に
な
っ
て
い
る

こ
ん
な
状
況
を
い
つ
ま
で
も
許
し
て
い

く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
後
１
分

科
ス
ピ
ー
チ
で
各
団
体
が
要
求
そ
し
て

決
意
を
述
べ
て
、
今
日
参
加
い
た
だ
い

て
い
る
方
の
全
体
の
共
通
の
認
識
を
さ

ら
に
広
げ
る
場
と
し
て
、
メ
ー
デ
ー
を

成
功
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
」
と
あ
い
さ
つ
。

１
分
間
ス
ピ
ー
チ
で
は
、
新
座
年
金

者
組
合
、
新
座
学
童
、
新
座
共
産
党
、

新
座
生
健
会
、
電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ

ン
、
志
木
年
金
者
組
合
、
志
木
共
産

党
、
西
南
民
商
、
朝
霞
年
金
者
組
合
、

土
建
朝
志
和
支
部
、
和
光
共
産
党
の
11

団
体
が
報
告
し
ま
し
た
。
鎌
原
副
実
行

委
員
長
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
提
案
、
上
薗
事

務
局
長
に
よ
る
集
会
宣
言
の
提
案
、
採

択
。
小
野
副
実
行
委
員
長
の
閉
会
あ
い

さ
つ
と
、
松
本
実
行
委
員
長
の
団
結
が

ん
ば
ろ
う
で
集
会
は
終
了
し
て
、
朝
霞

駅
に
向
か
っ
て
「
働
く
ル
ー
ル
を
確
立

し
よ
う
」
「
大
軍
拡
・
大
増
税
は
許
さ

な
い
ぞ
」
「
理
研
は
雇
い
止
め
撤
回
し

ろ
」
等
々
訴
え
て
元
気
よ
く
デ
モ
行
進

を
行
い
ま
し
た
。
リ
ア
ル
開
催
は
良
か

っ
た
で
す
。
土
建
朝
志
和
の
藤
原
さ
ん

が
舞
台
と
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
作
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
メ
ー
デ
ー
の
舞
台
が
非

常
に
映
え
ま
し
た
。

所
沢
地
区
労

第
95
回
メ
ー
デ
ー
所
沢
集
会
が
午
前

10
時
か
ら
正
午
ま
で
、
航
空
公
園
野
外

ス
テ
ー
ジ
で
開
催
さ
れ
、
参
加
は
１
７

０
人
で
し
た
。

雨
の
な
か
で
も
よ
く
集
ま
っ
た
と
思

い
ま
す
。
参
加
団
体
の
ア
ピ
ー
ル
を
毎

回
や
っ
て
お
り
、
今
回
は
19
団
体
（
労

働
組
合
以
外
の
市
民
団
体
も
含
む
）
が

ア
ピ
ー
ル
し
、
参
加
者
も
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

埼
玉
県
知
事
に
案
内
を
送
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
回
も
知
事
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
県
か
ら
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
（
昨

年
ま
で
は
代
理
参
加
）
。

北
足
立
南
部
地
域
メ
ー
デ
ー

行田羽生地域メーデー飯能日高地域メーデー

深谷寄居地域メーデー秩父地域メーデー前夜祭

熊谷地域メーデー

各
地
域
の
メ
ー
デ
ー
の
様
子
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電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
埼
玉
支
部
は

４
月
16
日
（
火
）
と
４
月
23
日
（
火
）

の
両
日
、
初
め
て
と
な
る
駅
頭
宣
伝
を

実
施
し
ま
し
た
。

16
日
は
川
越
駅
東
口
、
23
日
は
北
朝

霞
駅
・
朝
霞
台
駅
の
ロ
ー
タ
リ
ー
で
午

後
６
時
か
ら
７
時
ま
で
、
ユ
ニ
オ
ン
の

紹
介
と
組
合
加
入
を
訴
え
ま
し
た
。

川
越
駅
東
口
で
は
５
人
が
参
加
し
、

北
朝
霞
駅
・
朝
霞
台
駅
ロ
ー
タ
リ
ー
で

は
地
元
・
北
足
立
南
部
地
区
労
の
み
な

さ
ん
９
人
が
応
援
に
駆
け

つ
け
て
く
れ
14
人
で
の
宣

伝
で
し
た
。
両
駅
頭
で
チ

ラ
シ
を
１
５
０
セ
ッ
ト
配

布
し
、
に
ぎ
や
か
に
宣
伝

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
駅
を
通
る
人
の
反
応

で
は
は
、
若
い
女
性
３
人

組
が
ビ
ラ
を
見
て
「
中
小

企
業
ヤ
バ
い
！
」
と
驚

き
、
後
ろ
か
ら
来
た
若
い

男
性
が
「
く
だ
さ
い
」
と

ビ
ラ
を
受
け
取
り
、
ビ
ラ

を
見
な
が
ら
歩
い
て
来
た

若
い
男
性
が
「
も
う
一
枚

く
だ
さ
い
」
と
声
を
か
け
て
き
ま
し

た
。ハ

ン
ド
マ
イ
ク
で
の
訴
え
を
立
ち
止

ま
っ
て
聞
い
て
い
た
中
年
の
女
性
が
近

づ
い
て
き
て
ビ
ラ
を
受
け
取
っ
た
な
ど

の
嬉
し
い
反
応
が
あ
り
ま
し
た
。

応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
地
区
労

の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
埼
玉
支
部
発
）

埼
高
教
は
、
４
月
29
日
（
月
・
祝
）

に
、
５
年
ぶ
り
と
な
る
障
教
部
主
催
の

新
歓
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
、

初
参
加
の
２
校
を
含
め
て
11
校
と
青
年

部
チ
ー
ム
の
計
12
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま

し
た
。

未
組
合
員
の
方
が
直
接
本
部
に
問
い

合
わ
せ
を
し
て
く
れ
る
な
ど
、
大
会
を

心
待
ち
に
す
る
参
加
者
が
多
く
い
ま
し

た
。
職
場
の
仲
間
の
絆
を
深
め
る
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
企
画
し
ま
し
た

が
、
と
て
も
本
格
的
な
試
合
が
多
く
、

素
晴
ら
し
い
プ
レ
ー
に
は
、
敵
味
方
関

係
な
く
「
ナ
イ
ス
サ
ー
ブ
」
「
よ
く
拾

っ
た
ね
」
な
ど
、
温
か
い
言
葉
が
か
け

ら
れ
ま
し
た
。

大
会
後
に
は
、
「
他
校
の
人
と
も
交

流
で
き
て
よ
か
っ
た
」
「
定
期
的
に
こ

の
よ
う
な
企
画
を
し
て
く
だ
さ
い
」
な

ど
の
感
想
を
聞
か
れ
、
絆
を
深
め
ら
れ

た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
応
援
を
含
め

約
１
２
０
人
が
参
加
し
、
盲
学
校
チ
ー

ム
『
白
杖
ボ
ン
バ
ー
ズ
』
が
優
勝
し
ま

し
た
。

１
人
の
組
合
加
入
も
あ
り
、
大
成
功

に
終
わ
り
ま
し
た
。

（
埼
高
教
発
）

年
金
者
組
合
埼
玉
県
本
部
女
性
部
は

４
月
25
日
（
木
）
、
第
10
回
輝
け
！
女

性
の
つ
ど
い
を
与
野
本
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
約
１
６
０
人
で
し
た
。

午
前
中
は
絵
手
紙
体
験
や
テ
ィ
ッ
シ

ュ
ケ
ー
ス
・
名
前
カ
ー
ド
つ
く
り
。
午

後
は
前
進
座
の
口
上
、
う
た
ご
え
広
場

や
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
体
験
な
ど
。
抹
茶
コ

ー
ナ
ー
や
カ
フ
ェ
も
あ
り
、
女
性
が
喜

ん
で
参
加
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
が
盛
り
沢

山
で
し
た
。
会
場
で
は
支
部
ご
と
に
手

作
り
展
示
品
や
販
売
物
も
見
応
え
が
あ

り
ま
し
た
。

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
は
組
織
活
動
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
活
用
し
て
い
る
医
労

連
・
民
医
労
の
北
村
明
子
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
ま
し
た
。
み
ん
な
で
わ
い
わ
い

交
流
し
な
が
ら
作
っ
た
作
品
は
「
作
っ

て
楽
し
い
」
「
飾
っ
て
癒
や
さ
れ
る
」

も
の
で
し
た
。

今
回
で
10
回
目
を
迎
え
る
女
性
の
つ

ど
い
を
男
性
陣
も
下
支
え
し
、
大
変
元

気
の
出
る
つ
ど
い
と
な
り
ま
し
た
。

マイクで加入訴え

本格的なプレーも

支
部
の
作
品
も
展
示

組
合
加
入
訴
え
２
駅
頭
で
宣
伝

電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン

輝
け
！
女
性
の
つ
ど
い
を
開
催

年
金
者
組
合

５
年
ぶ
り
の
バ
レ
ー
大
会
（
埼
高
教
）
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埼
玉
土
建
は
４
月
ま
で
取
り
組
ま
れ

た
24
年
春
の
拡
大
月
間
で
「
全
支
部
・

全
分
会
の
奮
闘
で
、
３
年
ぶ
り
の
実
増

と
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
を
成

功
さ
せ
よ
う
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

最
終
日
ま
で
大
奮
闘
が
続
け
ら
れ
、
12

年
連
続
の
全
県
総
目
標
達
成
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
最
終
到
達
は
昨
年

を
上
回
る
３
３
０
３
人
、
拡
大
率
５
・

09
％
、
目
標
達
成
率
１
１
２
・
８
％
と

な
り
、
全
33
支
部
、
２
７
１
分
会
（
81

・
９
％
）
が
目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。

青
年
部
は
目
標
３
０
３
人
に
対
し
３
１

５
人
の
到
達
（
28
支
部
が
達
成
）
、
主

婦
の
会
は
目
標

７
１
８
人
に
対

し
８
０
５
人
の

到
達
（
32
支
部

達
成
）
と
な

り
、
27
支
部
が

ト
リ
プ
ル
達
成

を
果
た
し
、
全

体
で
も
４
年
連

続
の
ト
リ
プ
ル

達
成
と
な
り
ま

し
た
。
月
間
前

半
戦
は
、
「
３

年
ぶ
り
の
組
織

実
増
」
を
合
言

葉
に
、
全
支
部

の
役
員
・
書
記

局
が
一
丸
と
な

っ
て
奮
闘
し
ま

三郷支部の打ち上げの様子

し
た
。
す
べ
て
の
支
部
で
３
月
現
勢
に

こ
だ
わ
っ
た
大
奮
闘
が
実
り
、
年
度
末

現
勢
は
６
万
４
８
３
３
人
（
前
年
比
＋

22
人
）
と
な
り
、
「
３
年
ぶ
り
の
組
織

実
増
」
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。今

年
の
月
間
の
特
徴
で
は
、
土
建
国

保
料
改
定
に
む
け
た
「
土
建
国
保
を
守

る
大
学
習
運
動
」
で
、
１
月
以
降
約
１

０
０
０
人
の
仲
間
が
学
習
に
参
加
し
、

土
建
国
保
の
語
り
部
と
な
っ
て
、
社
会

保
障
削
減
を
し
て
い
る
岸
田
政
権
へ
の

怒
り
と
、
土
建
国
保
の
メ
リ
ッ
ト
を
仲

間
の
す
み
ず
み
に
広
げ
た
ほ
か
、
事
業

所
対
策
で
は
新
規
雇
用
や
外
国
人
労
働

者
の
加
入
を
広
げ
、
新
設
法
人
へ
の
宣

伝
や
訪
問
を
行
う
な
か
で
、
組
織
外
か

ら
の
加
入
相
談
が
広
が
っ
た
こ
と
が
大

き
な
特
徴
で
し
た
。

さ
ら
に
、
多
く
の
支
部
で
旺
盛
に
取

り
組
ま
れ
た
「
集
ま
る
・
集
め
る
」
取

り
組
み
で
は
、
新
し
い
仲
間
や
事
業
所

丸
ご
と
の
参
加
を
勝
ち
取
り
、
月
間
の

力
に
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
組

織
建
設
だ
け
で
な
く
、
共
済
推
進
や
次

世
代
や
新
し
い
役
員
の
行
動
参
加
が
進

み
、
土
建
本
部
は
「
新
年
度
に
向
け
大

き
な
弾
み
に
な
る
は
ず
」
と
話
し
て
い

ま
す
。

今
年
度
、
埼
教
組
で
は
５
人
の
新
し

い
仲
間
を
迎
え
ま
し
た
。

３
月
中
に
加
入
確
約
を
し
た
新
採
用

者
は
、
お
母
さ
ん
が
埼
高
教
組
合
員
で

「
教
員
に
な
る
の
な
ら
組
合
に
入
っ
た

ほ
う
が
い
い
よ
」
と
勧
め
ら
れ
、
決
意

し
た
そ
う
で
す
。
も
う
一
人
の
新
採
用

者
は
、
新
採
者
へ
の
宣
伝
行
動
で
埼
教

組
に
つ
い
て
知
り
、
加
入
し
て
く
れ
ま

し
た
。

職
場
や
サ
ー
ク
ル
の
組
合
員
か
ら
の

影
響
で
、
加
入
を
決
意
さ
れ
た
方
も
い

ま
す
。
「
自
分
は
表
立
っ
て
活
動
は
で

き
な
い
け
ど
、
組
合
の
大
切
さ
は
分
か

る
。
財
政
的
に
支
援
す
る
意
味
で
加
入

す
る
」
と
言
っ
て
く
れ
た
方
。
職
場
で

活
躍
し
て
い
る
組
合
員
や
同
じ
学
習
サ

ー
ク
ル
組
合
員
の
姿
を
見
て
い
て
、
自

ら
「
組
合
員
に
入
り
た
い
」
と
、
夜
の

職
員
室
で
組
合
員
に
話
し
て
く
れ
た

方
。
サ
ー
ク
ル
で
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
組
合
員
の
勧
め
に
快
諾
し
た
方
。
こ

の
５
人
は
、
と
も
に
30
歳
以
下
の
青
年

組
合
員
。
さ
ま
ざ
ま
な
つ
な
が
り
の
な

か
で
活
躍
し
て
い
る
組
合
員
の
姿
を
目

に
し
て
、
加
入
を
決
意
し
て
く
れ
ま
し

た
。
埼
教
組
で
は
４
月
か
ら
６
月
ま
で

を
第
１
期
加
入
促
進
月
間
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
勢
い
で
、
さ
ら
に
組
織
拡
大

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
埼
教
組
発
）

国民春闘埼玉県共闘会議・埼玉県労働組合連合会

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

埼教組４月からの組織拡大 ３０歳以下の青年教職員が加入

今年度、埼教組では５人の新しい仲間を迎えました。

３月中に加入確約をした新採用者は、お母さんが埼高教組合員で「教員になるのなら組合に

入ったほうがいいよ」と勧められ、決意したそうです。もう一人の新採用者は、新採者への宣

伝行動で埼教組について知り、加入してくれました。

職場やサークルの組合員からの影響で、加入を決意された方もいます。「自分は表立って活動

はできないけど、組合の大切さは分かる。財政的に支援する意味で加入する」と言ってくれた

方。職場で活躍している組合員や同じ学習サークル組合員の姿を見ていて、自ら「組合員に入

りたい」と、夜の職員室で組合員に話してくれた方。サークルでお世話になっている組合員の

勧めに快諾した方。この５人は、ともに３０歳以下の青年組合員。さまざまなつながりのなか

で活躍している組合員の姿を目にして、加入を決意してくれました。埼教組では４月から６月

までを第１期加入促進月間としています。この勢いで、さらに組織拡大を進めていきます。

（埼教組発）

４・６地域運動交流会＜第６分散会報告＞

第１テーマの次世代結集では「福祉保育労職場と関係をつくってきている。埼高教や土建の

仲間たちと次世代部をつくっていきたい」（春日部）、「三郷の民医連職場の組合は東京医労連所

属なので、地域の関わりで困難さもあるが、市労連には参加できていて、２職場の執行部も３

０代が少なくない」（三郷）、「地域には医労連組合が２つあり、職場は若い人が多い。地域で何

かやろうというイメージはわかる」（熊谷）、「組織が小さくなって交流の機会が減っている。少

ない人数でもいいから集まろうと『小さな集まり』を呼びかけている」（自治労連）などの意見

や各組合でのとりくみが報告されました。また熊谷地域労連では、体育館の建て替え問題で地

域住民とつながり、要求運動が始まっていること、これまでにつながっていなかった住民とつ

ながりができたこと、そこに地域労連の若い組合員が参加していることなどが紹介されました。

講師の朝野さんも参加しており、「地域の要求は、労働組合がなければ解決の道筋が見えにくい

ことから、組合の役割は大きい」と補足してくれました。

第２テーマの地域組織の役割に関わっては、「地域医療を支える医療現場の春闘への支援を

市民的に広げたい」（熊谷）、「地域労連として地域住民要求は課題になっていなかった。未組織

組織化ではＳＵ支部も課題になる。最低生計費調査は組合活動をよく見える活動でもあり、頑

張りたい。三郷市でも全国一律最賃で議会への働きかけをしてみたい」（三郷）、「春日部市政で

は、会計年度任用職員や委託労働者などへの対応がひどい。公務の仲間が集まる組合カフェな

どは具体化できればと考えている」（春日部）、「高校生は最低賃金への意識がとても高い。最賃

宣伝で高校生とよく対話になる。時給１５００円の要求は当たり前という感じだ。全国一律最

賃制確立の意見書採択を熊谷市でも仕掛けていきたい」（熊谷）などが出され、２４春闘後半の

闘いで、地域から最賃闘争・最低生計費調査のとりくみをすすめる決意が出された分散討論で

した。

埼労連２４春闘 ｢速報｣

活動レポート
2024年 第 29号

埼玉春闘共闘・埼労連

発行 :埼玉県労働組合連合会

さいたま市浦和区高砂 3-10-11 

TEL:048-838-0771 

FAX:048-838-0775

組織内資料 2024 年５月８日

春闘スローガン「大増税と改憲・戦争の道にすすむ、自公政治を変えなければ暮らしも守れない

異常な物価高騰を上回る大幅賃上げを、仲間の力を引き出し勝ち取る春闘に」

活動レポートで各組織のとりくみを紹介

30
歳
以
下
の
５
人
を
組
合
へ
（
埼
教
組
）

12
年
連
続
の
目
標
達
成
で
３
年
ぶ
り
実
増

埼
玉
土
建
が
春
の
拡
大
月
間
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「
非
正
規
春
闘
」
実
行
委
員
会
が
こ

の
ほ
ど
発
表
し
た
、
非
正
規
労
働
者
の

賃
金
実
態
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
聞

い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
と
、
１

月
か
ら
４
月
末
ま
で
に
、
賃
金
が
「
上

が
っ
て
い
な
い
」
と
答
え
た
割
合
は
73

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
「
賃
上
げ
情

勢
」
と
言
わ
れ
て
も
、
非
正
規
労
働
者

へ
の
賃
上
げ
の
波
及
は
一
部
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
こ
と
が
解
り
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
５
月
１
日
か
ら
８
日

の
８
日
間
で
、
全
体
で
２
５
１
件
の
回

答
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

１
月
か
ら
４
月
末
ま
で
に
賃
金
が
上

が
っ
た
か
を
聞
い
た
質
問
に
は
、
「
上

が
っ
て
い
な
い
」
が
約
73
％
で
最
も
多

く
、
「
時
給
11
円
〜
50
円
上
が
っ
た
」

は
10
％
、
「
同
１
円
〜
10
円
」
が
５
・

６
％
、
「
同
51
〜
１
０
０
円
」
が
４
・

４
％
と
い
う
結
果
で
す
。

今
の
賃
金
を
上
げ
て
ほ
し
い
か
と
の

問
い
に
は
、
「
と
て
も
思
う
」
が
約
93

％
、
「
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
思
う
」
が

６
・
４
％
で
、
合
わ
せ
て
99
％
近
く
を

占
め
て
い
ま
す
。

時
給
を
上
げ
て
ほ
し
い
理
由
（
複
数

回
答
可
）
と
し
て
は
、
「
物
価
上
昇
で

生
活
費
が
高
騰
し
て
い
る
た
め
」
の
76

％
が
最
も
多
く
、
「
生
活
し
て
い
く
う

え
で
賃
金
が
低
す
ぎ
る
」
が
73
％
、

「
現
在
の
賃
金
で
は
将
来
が
不
安
」
が

61
％
と
た
か
く
な
っ
て
い
ま
す
。

賃
上
げ
を
望
む
人
に
、
ど
の
よ
う
な

行
動
を
起
こ
し
た
か
を
複
数
回
答
で
聞

い
た
と
こ
ろ
、
「
何
も
し
て
い
な

い
」
、
が
42
％
と
最
も
多
く
、
「
同
僚

に
愚
痴
を
言
っ
た
」
（
29
・
６
％
）
、

「
会
社
や
上
司
に
相
談
・
要
求
し
た
」

（
28
・
８
％
）
、
「
副
業
を
始
め
た
」

（
15
・
２
％
）
と
続
き
ま
す
。

春
闘
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、

「
一
部
の
正
社
員
の
み
に
関
係
す
る
も

の
だ
と
思
っ
て
い
た
」
（
36
・
８
％
）

が
ま
だ
多
く
、
「
自
分
や
社
会
に
と
っ

て
重
要
な
も
の
」
（
24
・
８
％
）
、

「
自
分
に
は
関
係
の
な
い
も
の
だ
と
思

っ
て
い
た
」
（
20
・
８
％
）
と
続
き
、

「
聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
」
と
い
う

回
答
は
１
・
６
％
で
し
た
。

賃
上
げ
が
非
正
規
労
働
者
に
波
及
し

に
く
い
今
の
状
況
を
変
え
て
い
く
た
め

に
も
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
最
賃
闘
争
で

最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
を
求
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

飯
能
日
高
地
労
連
で
は
、
毎
月
19
時

か
ら
行
う
幹
事
会
の
前
に
最
賃
宣
伝
を

取
り
組
ん
で
お
り
、
５
月
も
15
日

（
水
）
、
飯
能
駅
北
口
に
て
18
時
か
ら

18
時
40
分
ま
で
３
人
（
２
団
体
）
の
参

加
で
最
賃
宣
伝
を
取
り
組
み
ま
し
た
。

全
国
一
律
１
５
０
０
円
以
上
の
最
賃

を
と
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
で
訴
え
な
が
ら
、

チ
ラ
シ
を
折
り
込
ん
だ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を

70
個
配
布
し
ま
し
た
。

夕
方
は
や
は
り
仕
事
帰
り
の
往
来
が

多
く
、
「
全
国
で
１
５
０
０
円
に
し
な

け
れ
ば
だ
め
だ
」
、
「
ご
苦
労
様
で

す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
声
を
か

け
て
く
れ
る
人
も
い
て
、
取
り
組
ん
で

い
る
側
と
し
て
は
大
い
に
励
ま
さ
れ
ま

し
た
。

毎
月
の
取
り
組
み
は
３
〜
５
人
と
少

人
数
で
す
が
、
数
は
力
。
１
人
で
も
多

く
の
市
民
に
地
労
連
の
取
り
組
み
や
全

国
一
律
最
賃
の
運
動
を
周
知
し
て
も
ら

う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
確
信

に
、
来
月
も
17
日
に
元
気
に
取
り
組
む

予
定
で
す
。

埼
労
連
と
労
働
法
制
埼
玉
連
絡
会

は
定
例
の
最
賃
・
労
働
法
制
宣
伝
を

５
月
15
日
（
水
）
の
12
時
30
分
か
ら

浦
和
駅
東
口
で
行
い
、
７
組
織
か
ら

14
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
12
時
か
ら
30
分
間
、
「
沖

縄
辺
野
古
の
新
基
地
建
設
に
反
対
す

る
署
名
宣
伝
行
動
」
が
行
わ
れ
て
お

り
、
参
加
し
て
い
た
『
う
た
ご
え
協

議
会
』
の
仲
間
が
引
き
続
き
、
最
賃

宣
伝
に
合
流
。
メ
ー
デ
ー
で
も
披
露

し
た
「
サ
イ
チ
ン
音
頭
」
で
盛
り
上

げ
て
く
れ
ま
し
た
。

埼
高
教
の
小
野
委
員
長
（
最
賃
公

契
約
適
正
化
委
員
会
委
員
長
）
は
、

「
労
働
者
の
実
質
賃
金
が
24
ヵ
月
連

続
で
マ
イ
ナ
ス
の

中
、
物
価
も
上
が
り

生
活
は
と
て
も
厳
し

い
。
私
た
ち
が
過
去

に
と
り
く
ん
だ
生
計

費
調
査
で
は
20
代
単

身
者
で
月
額
24
万
円

が
必
要
と
示
さ
れ
て

お
り
、
最
低
賃
金
の

引
き
上
げ
が
必
要
で
す
」
と
訴
え
、

参
加
し
た
自
治
労
連
の
西
口
委
員

長
、
全
国
一
般
の
水
野
谷
委
員
長
、

埼
労
連
非
正
規
部
会
の
清
宮
部
長
が

交
代
で
マ
イ
ク
を
握
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
訴
え
ま
し
た
。

通
り
す
が
り
の
年
配
の
女
性
が
足

を
止
め
、
「
私
は
こ
の
年
齢
（
70
代

く
ら
い
）
で
も
働
か
な
い
と
年
金
だ

け
で
生
活
で
き
な
い
。
時
給
は
と
て

も
安
い
け
ど
、
業
績
が
良
く
な
い
の

で
社
長
に
上
げ
て
ほ
し
い
と
言
え
な

い
」
と
話
し
、
署
名
さ
れ
ま
し
た
。

45
分
間
の
宣
伝
で
し
た
が
、
対
話
も

で
き
、
埼
玉
労
働
局
宛
て
の
署
名
は

５
筆
集
ま
り
ま
し
た
。

2024 年 5月 16 日（木）                               第 9号

最賃署名・生計費調査とりくみ推進ニュース          

発行：埼労連最賃公契約適正化委員会 電話 048-838-0771

最賃宣伝に 7 組織 14 人参加。再びサイチン音頭で元気に 
埼労連は定例の最賃・労働法制宣伝を 5 月 15 日

（水）12 時 30 分から浦和駅東口でおこない、7 組

織から 14 人が参加しました。同所では 12 時から

30 分間、「沖縄辺野古の新基地建設に反対する署名

宣伝行動」がおこなわれており、参加されていた『う

たごえ協議会』の仲間が引き続き、最賃宣伝に合流。

埼玉県中央メーデーでも披露した「サイチン音頭」

で盛り上げてくれました。

埼高教の小野委員長（最賃公契約適正化委員会委

員長）は、「労働者の実質賃金が 24 ヵ月連続でマイ

ナスな中、物価も上がり生活はとても厳しい。私た

ちがとりくんだ生計費調査では 20 代の単身者で月額 24 万円が必要と示されており、最低賃金の引き上

げが必要です」と訴え。年配の女性が足を止め、「私はこの歳（70 代くらい）でも働かないと年金だけ

で生活できない。時給はとても安いけど、業績が良くないので社長に上げてほしいと言えない」と話し、

署名されました。45 分間で対話もでき、署名は 5 筆集まりました。

最賃を 1500 円以上に！ 

審議会宛署名新たに５５８６筆が届く
埼玉土建より最賃署名が新たに 5586 筆届きました。ほかにも全印総連東京地連

より 241 筆、建交労埼玉県本部から 224 筆、自治労連埼玉県本部から 115 筆、埼

高教から 31 筆、蕨地区労から 53 筆と順次届き、4 月末現在の最賃署名数は 1 万

1505 筆でしたので、あわせて 1 万 7755 筆になりました。

最低生計費調査 「書き込み会」 5 月も開催します 

① 5 月 22 日（水）19 時～20 時 完全オンライン

●Zoom ミーティング  https://zoom.us/j/95955718644?pwd=cUNkNE1RVG5HdUQrMThnTHB5a2U0UT09

ミーティング ID: 959 5571 8644   パスコード: 335352 

② 5 月 29 日（水）19 時～20 時 完全オンライン

●Zoom ミーティング  https://zoom.us/j/92629510434?pwd=cHBKZXUvbGREelMxeDAzdkppS0hEdz09

ミーティング ID: 926 2951 0434   パスコード: 453741 

① 5 月 22 日（水）19 時～20 時 完全オンライン

●Zoom ミーティング  https://zoom.us/j/95955718644?pwd=cUNkNE1RVG5HdUQrMThnTHB5a2U0UT09

ミーティング ID: 959 5571 8644   パスコード: 335352 

② 5 月 29 日（水）19 時～20 時 完全オンライン

●Zoom ミーティング  https://zoom.us/j/92629510434?pwd=cHBKZXUvbGREelMxeDAzdkppS0hEdz09

ミーティング ID: 926 2951 0434   パスコード: 453741 

埼玉 

土建 

最
賃・生
計
費
の
と
り
く
み
推
進

非
正
規
労
働
者
の
賃
上
げ
は
一
部
の
み
幹
事
会
前
に
宣
伝

飯
能
日
高
地
労
連

（7） 第576号 埼 労 連 2024年6月1日



埼
労
連
４
月
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動

は
、
Ｓ
Ｕ
な
ど
か
ら
缶
詰
や
パ
ン
ケ
ー

キ
セ
ッ
ト
な
ど
の
保
存
食
品
が
寄
せ
ら

れ
、
５
月
９
日
（
木
）
に
第
99
便
と
し

て
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
埼
玉
に
提
供
し
ま

し
た
。
今
回
は
３
・
２
キ
ロ
グ
ラ
ム
で

し
た
。

あ
ら
た
め
て
、
各
単
産
・
地
域
組
織

で
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
を
呼
び
か
け

ま
す
。
各
組
合
で
集
ま
っ
た
保
存
食
品

を
埼
労
連
に
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
フ
ー

ド
バ
ン
ク
埼
玉
に
提
供
し
、
子
ど
も
食

堂
を
は
じ
め
、
保
存
食
品
を
待
っ
て
い

る
方
々
へ
送
り
ま
す
。

フードバンク第99便

毎
年
、
お
中
元
と
お
歳
暮
の
時
期
に

割
引
価
格
で
加
工
肉
な
ど
の
ギ
フ
ト
商

品
を
斡
旋
販
売
し
て
い
た
「
丸
大
食

品
」
に
つ
い
て
、
埼
労
共
を
窓
口
と
し

て
の
取
扱
は
冬
ギ
フ
ト
の
年
１
回
と
な

り
、
夏
ギ
フ
ト
の
取
扱
は
終
了
と
な
り

ま
し
た
。

（
た
だ
し
、
２
年
以
内
に
利
用
の
あ

っ
た
組
合
員
へ
は
個
別
Ｄ
Ｍ
が
送
ら
れ

て
引
き
続
き
利
用
で
き
ま
す
）
。

６
月
の
上
映
案
内

６
月
の
上
映
は
「
福
田
村
事
件
」
で

す
。
関
東
大
震
災
が
発
生
し
た
わ
ず
か

５
日
後
の
１
９
２
３
年
９
月
６
日
、
千

葉
県
県
東
葛
飾
郡
福
田
村
で
起
こ
っ
た

殺
害
事
件
。

大
震
災
後
の
混
乱
の
中
で
流
言
飛
語

が
飛
び
交
い
、
人
々
が
疑
心
暗
鬼
に
落

ち
入
り
、
讃
岐
弁
を
話
し
て
い
た
香
川

か
ら
福
田
村
を
訪
れ
て
い
た
行
商
団
９

人
が
殺
害
さ
れ
た
。
行
き
交
う
情
報
に

惑
わ
さ
れ
生
存
へ
の
不
安
や
恐
怖
に
煽

ら
れ
た
と
き
、
集
団
心
理
は
加
速
し
、

群
衆
は
暴
走
す
る
。

１
０
０
年
前
の
実
話
が
今
を
生
き
る

私
た
ち
に
伝
え
る
異
色
作
で
す
。

日
時

６
月
25
日
（
火
）

　
　
　
埼
玉
会
館
小
ホ
ー
ル

①
10
時
30
分
〜

②
14
時
〜

③
18
時
30
分
〜

＊
今
回
は
特
別
料
金
に
な
り
ま
す
。

埼
労
共
専
用
当
日
精
算
券
の
ご
利
用

の
場
合
１
２
０
０
円
で
す
。

２
０
２
５
年
４
月
に
新
設
さ
れ
る

「
自
然
災
害
特
約
」
に
合
わ
せ
て
、
火

災
共
済
の
愛
称
募
集
の
案
内
で
す
。

応
募
で
き
る
の
は
共
済
事
業
部
会
・

実
務
支
援
部
会
で
組
織
共
済
に
加
入
し

て
い
る
組
織
の
組
合
員
に
限
ら
れ
応
募

期
間
は
２
０
２
４
年
７
月
31
日
ま
で
。

採
用
者
１
名
に
は
３
万
円
の
懸
賞
と
火

災
共
済
の
掛
金
１
年
間
が
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
ま
す
。
佳
作
９
名
は
火
災
共
済
の

掛
金
１
年
間
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

応
募
・
お
問
合
せ
は
、
全
労
連
共
済

の
共
済
事
業
部
会
・
実
務
支
援
部
会
事

務
局
ま
で

（
０
３
‐
５
８
４
２
‐
３
７
５
０
）

ま
だ
組
織
共
済
に
加
入
し
て
い
な
い

組
合
は
、
こ
れ
を
機
会
に
加
入
を
検
討

さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
組
合
員
全
員
加
入
が
必
要
で
、
毎

月
１
人
５
円
か
ら
可
能
で
す
）

能登半島地震 支援物資のご協力を！

　地震発生後４か月経ちましたが奥能登地方
への行政支援は不十分で復旧・復興にはまだ
ほど遠い状態にあり、石川県災対連から要望
で、全労連は被災者への支援物資の拠出を呼
びかけています。
　支援物資は新品もしくは未使用品に限り、
発送の際は送り状に品目等記載の上、直送く
ださい。
　なお、送料は各自負担でお願いします。ま
た、混載は厳禁です。
　支援物資リスト：（※埼労連HPを参照し
て下さい）
　送付先：〒 925-0026 �石川県羽昨市石野町

ト 13 番地
被災者支援共同センター気付　

石川災対連　あて
TEL　0767－23－5107　

フ
ー
ド
バ
ン
ク

第
99
便

全
労
連
共
済
が
愛
称
を
募
集

夏
ギ
フ
ト
が

終
了
に（

丸
大
食
品
）

2024年6月1日 埼 労 連 （8）第576号

埼労共
コーナー
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